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ヒドロアラントラクトン (8 )および(::!::)ーアノレテミシン (12) の全合成についてのべる。
0・トノレイジンから合成したケトン( 1 )のロビンソン環化反応により，ピシクロエノン( 2 )を合
成する。これをジエノン( 3 )にかえ，メチノレマロン酸ジエチノレとミカエノレ縮合をして， ラクトン
(4a) とヒドロキシエステノレ (5a) を得た。 (4a) を加水分解して得られるカノレボン酸 (4b) をフツレシン
塩にして光学分割し(+)・カノレボン酸を得，このものを脱炭酸して(十)ーラクトン (6 )を合成した口
との中間体の立体構造を明らかにするため，テトラヒドロアラントラクトンの立体異性体(ー)ー( 7 ) 
に導いた。 Cocker らは (-)-(7) から(+)・テトラヒドロアラントラクトン(8 )を合成している
から，乙れで (+)-(8) の全合成ができたことになり，同時に中間体の立体構造が明らかになった。
一方， (5a) を加水分解して得たオキシカノレボン酸 (5b) をラクトン化すれば， (6) の Cll-エピマー
(9 )が得られる。とれを D.D.Q. で脱水素してジエノン (10) にした後，二酸化セレンで酸化して














アノレテミシンは古く Artemisia maritima L の種子から抽出された物質で，サントニン類似の薬理作
用があり，サントニンのオキシ誘導体であるが，その構造の詳細は，近年(-)-αーサントニンの立体
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まず，オクタヒドロナフタリン誘導体(町)を合成するため， 0・トノレイジンを原料としてシス -2 ー







は旋光分散曲線の検討から ClQ-メチ lレ基は β 配置， B 環は椅子型であるとと，また核磁気共鳴スペ
クトノレの検討からラクトン環は C7・β， Cs・α のトランスーラクトンであり，従って Cn メチノレ基は反
援のより少ない α 型をとった唖式と考えられるが，さらにこれを確実にするため ， Wと1x.をジチオ
ケターノレとし， ラネーニッケノレで脱硫後パラジウムー炭素を用いて接触環元してテトラヒドロアラン
トラクトンの立体異性体へ導いた。すなわち(+)司唖から(-)-Xlが得られ，これはアラントラク




が，その際 Cn・メチ jレ基と C6， Cs の軸結合水素との干渉がより少なくなるように C6・α 水酸基との
間で環化がおこり ( ::t)・アノレテミシンを生成することがわかった。
以上苗村君の研究は，光学活性テトラヒドロアラントラクトンおよび(::t)・アノレテミシンの合成に
成功し，さらに光学活性体の合成の手がかりを得たものであって，オイデスマン系セスキテノレペンの
化学に寄与したところ大である。よって，本研究は理学博土の学位論文として十分価値あるものと認
める。
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